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崎
勝
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催
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選
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り
六
日
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、
ま
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勝
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族
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催
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も
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戦
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務
局
に
備
付
け
、
永
く
故
一
公
民
舘
で
行
わ
れ
た
鯨
下

見
ツ
ル
夫
人
か
ら
脊
食
返
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一日
間
、
東
京
都
日
本
青

年
会
舘
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
出
場
。
た
め
、
十

三
日
、
上
京
し
た
。
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間
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念
行
事
の
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て
、
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ん
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ン
ク
ー
ル
表
彰
が
行

わ
れ
、
母
子
街
中
思
想
の
普
及
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、
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大
の
効
果

を
翠
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つ
L
あ
り
ま
す
が
、
本
州
糊
陀
お
い
て
も
、

三
れ
に
参
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す
る
た
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失
の
要
領
で
、
選
抜
予
選

を
実
施
す
る
こ
と
に
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し
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よ
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一
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付
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、
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日
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で
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法
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舎
は
長
崎
勝
、
並
に
長

崎
勝
消
防
協
曾
北
ハ山間
の
下
陀

去
る
十
三
日、

長
崎
市
で
開

催
さ
れ
、
大
村
市
か
ら
参
加

し
た
第
ヤ
二
分
閤
〆
松
原
地

区

・
分
園
長
七
山
巽
氏
外
国

民
じ
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)
は
美
事
に
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勝
の
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た
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得
し
た
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簡
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昭
和
三
十
年
度
予
算
案
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ー
ハの
他
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事
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す
るご
一月
定
例
市
混
合
ば
、
去

る
九
日
か
ら
招
集
さ
れ
だ
が
、
何
日

η
九
日
午
後

一
昨
か
ら
、
犬
付
市
長
は

昭
和
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.
十
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度
の
)
般
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政
'万
針
に
つ
い

て
の
演
説
を
げ
い
、
一
一
時
凋
徐

に

亘
っ
て、

市
財
政
の
現
欣
か
ら
赤
字
克
服
の
方
策
、

一二
十
年
度
予
算
編
成
の
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針
三
予
布
茶
の
間
要
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設
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改
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ο方
針
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な
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。
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を
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欠
陥
一
衛
生
管
理
の
増
強
、
就
中
一
り
ま
し
て
、
此
に
問
、一

瞬
一
管
パ
ス

に
対
し
て
は
て
年
後
陀
約
五
一
協
の
牧
一般
一
方
商
の
御
同
意
を
得
る

一

い

の
ほ
誠
吃
遺
憾
に
作
一
る
曜
業
一
敬
宵
研
究
後
一宇
佐

-鹿
児
唱

え
な
い
三
こ
ろ
で

号
一
置

の
低
下
を
伴
う
、
お
そ
一
は
融
通
あ
え
係
制
の
一
疾
病
の
予
防
に
は
、

一
段
一
市
民
皆
様
の
御
協
力
に
一
市
内
巡
時
三
運
行
を
一
の
昆
通
し
が
あ
り
、
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村
一
に
そ
な
か
っ
た
結
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一
り
ま
す
d

土
地
改
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旦
計
画
す
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・
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三
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。
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あ
り
ま
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た
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採
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土
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注
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と
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な
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意
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一
滑
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で
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め
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抑
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
一

を
た
現
夜
、、ノ
医
療
貨
が

す

の
で
、
之
が
霊
地
番
一

等
の
方
策
に
よ
っ
て
補
一
速
か
に
す
る
こ
と
に
意
を
一
の
完
遂
在
朝
し
た
い
と
一
割
案
し
、
業
態
の

一

元

一

し

て

お

り

を

す

。

一

大

部

分

が

人

件

費

で

あ

一

一

次

育

費

…
一
車
校
の
保
健
術
主
し
に
つ
い
↑
高
い
三
と
か
ら
え
れ

一
つ
て
は
、
此
等
の
弊
害
が
一
う
計
重
で
あ
り
ま
す
。
一
用
い
た
い
主
忠
っ
て
お
り
一
思
い
ま
す

ο
で
、
今
後

一

化
に
努
力
し
、
以
て
外
一
ま
た
「
な
ま
乙
」
の
計
一
り
ま
す
閥
係
上
、
こ
れ
一

…
J
U
j
i
j
i
-
一
て
は
法
注
怠
を
仰
い
給
一
も
、
極
め
て
重
要
な
も

一
起
ら
左
い
よ
う
吃
職
員
。
一
ま
た
本
機
帝
丈
革
が
歳
一

ま
す
。

一
一
滑
り
御
協
力
の
程
左
一

客
の
誘
致
、
常
一
一び
に
市
一
回
的
増
産
に
も
、
一
居
一
以
上

の
減
額
は
困
難
で
一
教
育
費
の
縦
一
制
は
一

一千
立
一
食
仏
力

加、

及
び
便
附
一

D
で
あ
り
ま
す
の
で
、

一
待
遇
、
配
置
、
機
構
、
共
一
入
園
の
増
州
子
目
的
一
一
千
九
年
に
於
℃
、
三
御
願
い
致
し
ま
す
。
一
民
交
通
の
使
を
計
り
た
一
努
力
し
た
い
と
考
え
て
一
あ
り
ま
す
。
一
百
六
十
万
問
で
、
二
十
九
一
汲
皐
費
を
新
設
い
た
し
ま
一

直
営
診
療
晦
設
。
損
充

一
の
他
、
管
施
の
方
法
等
に
一
'
と
し
て
お
り
ま
す
O
で
一
デ
ル
衛
生
も
金
市
の
四

一

な

お

電
力

の
誘
致
一

い
と
考
え
ま
す

。

一

お

り

ま

す

。

一

主

食

で

あ

る

米
の
生
産
を
一
年
度
現
計

F
り
一
千
凶
百
一

七
た

。
北
ハ
コ
他
、
青
年
圏
一
整
備
と
相
侠
っ
て
、
そ

一
就
て
は
、
万
全
た
期
し
た
一
市
税
、
保
険
料
の
徴
牧
一

0
%以
上
の

空

地

が

で

一

一

ま

た

霊

附

局

局
舎
の
改
築
一
観
光
関
係

に
お

い
一
図
る
た
め
児

、
病
害
虫
の
一
万
闘
の
減
額
と
な
っ
て
お
一
婦
人
閣
一
昨
火
び
部
落
公
民
一
の
振
興
を
朗
タ

る
計
画

一

ぃ

院

計

五

一

軒

M
M
f酬
の
他
十

一

託

制

持

す
る

認

一

以

前

記

軒

問

一

許

諾

認
同
一
て
は
、

本
年
度
は
財

政

上

一

性

五

銭

的

一

出

足

時

時

以

一

時

ぷ

郡

山

駅

間

同
一

旬

泉
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り一
@
一
般
奮
計
の
各
費
自
に
就
て

一
川
い
出
山
崎
町
一
一
都
民
間
同
四
台
一
夕
日
程
伝
一
詰
詩
川知日
一間信
h
d
T

待
れ
一
例
刊
誌
Y

山
一
寸
刊
は
い
出
れ
十
町
一
新
日
れ
向
日

一

円

一

-

3
れ
ま
し
た
し
、
ま
た
一
体
染
病
棟
の
完
成
に
伴
一
と
が
、
極
、め
て
必
要
で
あ
一
於
け
る
師
養
殖
事
業
に
一
の
施
設
の
整
備
を
、
期
し
一
い
と
存
C
ま
す
。

一

授
に
於
て
二
百
べ
十
六

一
合
。
設
包
を
見
三
で
あ一

0
%以
上
、

h
遡
る
予

ょ
一

…
土

木

費

一
一

鈴
田
川
、
犬
上
戸
川
の一

ぃ、

之
が
処
理
、
運
用
一
り
ま
す

の
で
、
此
の
点
吃
一
閥
し
、
奥
に
燃
水
産
部
一
度
い
と
存
じ
ま
す
Q

一

畜

産

関

係

に

於

一

名
の
生
徒
、
児
童
が
噌
一り
ま
す
。
こ

2
従
来
、
一
定
E
あ
り
ま
す
っ
で
、

だ

7
0橋
梁
、
河
川
;

一

日

退

問

日

立

川

訪

れ

れ

尚

一

円

、

用

い

た

い

と

思

い

ま

一

許

認

諾

一

農

林

費

一

了

は

勝

家

畜

産

保

健

衛

一

川

駐

日

記

一関

心

山

崎

山

花

盟

諸

民

間

同

一
況
そ
眺
め
ま
す
時
、
共
の
一
度
に
、
そ
の
賞
現
に
就
一
思
い
ま
す
の
で
、
市
民
一
昨
年
末
は
、
商
工
会
議
一
之
等
の
育
成
に
努
め
、
一
農
業
の
振
興
は
、
田
困
一

生
所
が
開

設

せ

ら

?
一

0
、

2
2の
増
加
一
一
一
心
医
師
町
料
、
川
崎
ゃ
町
一
一
一
九
討
問
問
持

政

一

整
備
の
欣
態
は
基
だ
不
充
一
て
強
力
陀
推
進
致
し
た
一
の
積
極
的
な
御
協
力
を
一
所
内
吃
金
融
相
談
所
を
一
将
来
に
於
け
る
市
内
漁一

都
市
と
し
て

の
大
村
市
一

運
び
と
な
り
ま
し
た
の
一
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

F
r
M化
し

ま

し
れ
o

一

一
分
で
、
中
に
は
危
険
な
も
一
い
と
思
い
ま
す
口

一

御

闘

い

致
し
ま
す。

一
設
け
、
勝
一
信
用
保
証
協
一
業
の
基
盤
を
確
立
す
る
一
に
於
き
ま
し
て
は
、
特
一
で
、

之
が
利
用
を
徹
底
一
・

2
準
備
は
完
成
致
し

一

点

し

一

な

け
灼
ば
主
ら
ぬ
次
第

市

一

Z
散
見
い
究
し
ま
す
し
一
二
十
九

年

度

陀

於

て

珠

定

一

一

会

の

保

証

等

に

よ

る

融一

三
と
に
努
め
た
い
と
川
山
一
陀
重
閥
し
て
参
っ
て
い
一
す
る
三
共
吃
、
本
年
ほ
一

f

i

r

、
そ
の
反
刷
、
負
旦

Eμ
り
ま
す
。

村一市
中一…2
…
一
料
品
川
市
山
田
一
一
一
一
明
訪
日
制
一
部
誠
一
一間
一一市町
一部
部
川
一
品
目
比
四
町
一
山
を
一
日
川
市
川
院

大
一
費
を
捻
同
し
て
、
時
り
一
の
で
、
本
年
は
、
更
に
之
一
に
雲
、
極
め
て
重
要
で
一
信
用
保
設
協
会
の
保
証
一
殖
竹
内
施
す
る
議
定
で
一
林
費
は
八
百
十
五
万
止

林

業

費

拡
一一百一

詑

の

性

格

た

明

ら

か

に

一
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前
一典
よ
目
一
帯
、
U

一
の
は
水
道
の
本
管
を
諏
選
、
及
び
科
部
ひ
が
あ
り
一
査
は
、
二
十
九
年
礎
を

一①

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

-は
、
人
作
貨
を
始
め
各
聞
を
達
成
す
る
の
で
あ
り
一

①

公
盆
質
屋
に
つ
、
て
八
万
闘
と
致
し
ま
し
た
。
一
財
政
に
於
て
、
且
つ
目
下

一

②

水
道
金
計
に
つ

一
説
上
り
珂
大
村
小
事
校

一
三
れ
が
一一

十
一
年
度
ま
で
一

一明
干
を
と
し
て
証
晦
す

一

事
業
に
つ
い
て

一
陀
一号
担
度
に
経
費
と
町

一

ま
す
。
従
っ
て
赤
字
財
一
二
十
九
年
度
に
れ
る
一
尤
も
此
の
繰
入
金
は
年
度
一
の
闘
家
経
済
的
不
況
の
渦

町

一

い
て
予
算
綿
舗
は
一

一
一
前
ま
で
約
二
百
米
延
長
~号
d

ま
す
の
で
、
そ
の
時

一

る

さ

す

あ
り
ま

ノ
と一

一
一
十
九
年
度
宗
一
事
業
一約
1
利
接
金
を
以
て
約
三
一
政
下
に
於
て
は
、
広
今
回
一本
命
計
は
、
問
ね
順
調
に
一
初
頭
に
行
い
年
度
末
K
は
一
中
に
あ
っ
て
こ
の
緊
蹴

(

一

千
八
十
八
力
円
で
、
一

一
一
し
て
小
串
校
附
近
の
泊
↑閉
ま

で
は、

・

5
託
事

i
一
穴
、
色
々
。
咽震

で

実

一ば
符
消
不
況

足

閃

し
て
一百
万
闘
の
公
内
閣
費
と
、
七
一
計
の
利
益
陀
期
待
す
る
一
運
営
さ
れ
、
宮
山
金
庫

t
了
般
会
計
に
繰
出
す
こ
と
一
予
算
を
最
も
有
効
に
低
周

一

十
九
年
度
と
大
事
な
く
一
火
栓
二
個
宇
佐
新
設
い
た

一
の
償
問
問
は
出
来
泣
い
渋
川
一

地
じ
得
、
ま
せ
ん
で
し
た

一営
初
計
両
乃
利
益
を
、

あ
一百
万
闘
の
圏
直
納
金
の
遇
一
こ
止
が
大
で
あ
め
ま
す
一
し
て
相
常
の
成
績
を
あ
け
て
を
〈
V

も
の
?
あ
め
ま
す

一
し
、
大
村
市
健
全
財
肱
む

と

記

日

刊

行

子

お

い

て

は

約

L
駐

車

設

ナ

ド

住

民

一三

位

訪

日

耳

訪

日

間

れ

れ

一

計

沼

郡

一

軒

計

跡

か

ら

見

一

宮

川

勝

叩

一
日
一
一
探

知

抑

制

竺

ん
ω

事
業
の
ヰ
J

な
る
も

一万
円
に
達
す
る
市
債
の
償
一
並
び
に
水
道
峨
張
の
調
一

い
ま
す
。

一

υ
J
Uに
組
問
し
て
、
一を
組
ん
で
お
り
ま
す
@
而
一

て
は
お
め
ま
す
が
、

之一

ま
す
時
、
約
六
十
万
凶
の
一
て
自
闘
を
得
を
い
い
~
の
一

る
こ
と
と
思
い
、
私
共

一

月

一

j
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t
i
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i
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i
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一二
十

-A干
し
安
門
ノ
一
般
曾
計
一
し
て
確
実
在
る
利
径
の
見
一
は
最
少
限
の
目
標
で
あ
一
借
入
金
の
返
済
を
考
え
全

一

で、

ご一
十
年
度
に
於
て
一
問
、
海
身
の
現
を
接
っ
て

利

一

陳

情

処

理

状

兄

話

箱

一

一

十

九

境

問

二

採

択

請

願

処

理

状

況

織

告

書

一い

日

刊

誌

持

恥

主

将

幻

前

月

十
計

一

日

記

問

自

民

一

け

ロ

ド

ド

同

…

設

は

ほ

一

川

崎

ば

協

同
村
一
)
一
ぷ
問
問
立
一
山
首
す

ω
一

l
i
l
i
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L閣
に

ハ

自

昭

和

二

十

九

年

八

月
五
同
年
士

一月
)

一十

九

年

;

;

い

一

す
る
計
画
で
あ
め
ま
す
@
一
法
を
も
検
討
し
て
、
そ

一
ま
す
の
で
、
昨
年
の
一
般
一
以

上
、

一
ニ
十
年
度
当
一

何
卒
各
位
に
お
か
れ
を

一

件

名

一巾
糟
者
氏
名

一

処

理

快

況

一

ハ

総

務

情

報

)

一て一

日
一一ぱ
川
十

M
M閣の

一

そ

も

そ

も

本

会

一

の
利
益
の
向
上
を
期
し
一
会
計
か
ら
繰
入
金
五
十
万
一初
予
算
K
関
し
ま
し
て
、
て
て
は
恨
重
御
室
副
わ
上

昭

一
1

1

1

1

4
刻
動
州
T
I
l
l-
一
i

l

i

-
-一111

1

JI

l
l
-
i
一で

よ

調

と
し
て
予
算
一

問

、
利
径
を
も
た
ら
一
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
一
制
定
年
は
同
万
闘
と
し
一
そ
の
要
点
を
述
べ
た
次
第
一
議
決
を
賜
り
ま
す
よ
う
御

子りリ
H
E

i
一総
代

検

討

中

一

件

名

一申
請
者
氏
名

一
処

理

状

況

海

伊

以

川

r
f一
?
z
tっ
て
尚
止

す。

一
予
算
総
額
乞
一
千
百
七
十
一で
あ
り
ま
す
。

こ

紘

一戸

‘
阿
川
し
上
け
ま
す

一

U
引
自
説
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ド
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レ
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判
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と
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叫
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好
で
而
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一
世
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阿
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齢
制
獅
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代
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件
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瓶
事
業
に
つ
き
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ぴ
U
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配
時
民
主
則
自
陣
輝
一一一一
0
年
度
予
算
情
誼
端
末

L
大
付
領
は
、
こ
ん
な
一
に
大
岡
越
前
守
の
用
人
一
あ
っ
て
、

先
日
の
誌
の

一

注
意

2
、
護
送
し
て
一
一
人
と
足
軽

(
元
の
兵
)
一
式
に
採
り
古
、
や
が

一
袋
施
工
ω
件

一
問
中
隊

一外
一関
係
先
と
交
渉
中

一晴
闘
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同
附
||

一渡
辺
栄
太
郎
外

19
1
1
1
1
一大
災
害
で
冗
あ
っ
た
が
畑
一
か
ら
商
談
し
た
い
か
ら
一
八
里
半
世
ナ
を
警
ず
に
し

一

貰
い
た
い
。

一
児
一
一
説
衡
さ
せ
、
途
中
で
間

一
て
幕
府
の
役
人
で
学
者

一
寸

前
防
聞
消
火
栓
一詞

p
u
u引一一
、
竹
絵
小
学
校
々
一

J
2刺殺
訴

さ

芳

詰

た

っ

て

い

一

求

人

を

、

よ

こ

し

て
一
た
い
か
ら
十
袋
、
取

一

2
4
2、
越
前
守
一
違
が
無
い
よ
う
医
さ
れ
た
一
の
青
木
昆
協
に
命
じ
て

百

r乱
訟
鰐
1
l
l一3
2

E
抑
制
輪
以
信
号
り
一

T
五
百
戸
別
院
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むよ
刊
誌
ぷ
取
引
一
一
日
乃
花
立
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方
M
M
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ひ
/
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日
新
日
訪
れ
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経
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道
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鶴
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一処

理

演

一

下

辺

町

内

線

一前
肝
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